
 

 

 
 
今年度から「問題実施と振り返りのパッケージ」へと大きく変更になる Web診断問題ですが、

これを「思考力・判断力・表現力」の育成につなげるため、強く推奨されているのが「対話的な

活動による振り返り」の実施です。今号では振り返りと自己採点の進め方についてお知らせしま

す。なお、小学校の第１回目の配信は「学習指導改善調査」となります。基本的には従来の実施

方法で行います。 

 

 

 

 

児童生徒は、自信のない問題ほど答

えを確かめたくなります。これを自発

的な話合いに生かすために、多くの児

童生徒がつまずいている問題に着目し

ます。一口につまずきと言っても「同

じ間違い方をしている、誤答が多岐に

わたる、無答が多い」など、それぞれ

状況は違います。だから、なぜその解

答に至ったのかを見取り、振り返りの

進め方を構想することが大切です。ま

た、配信された問題を教師自身が事前

に解いてみて、設問の意図や児童生徒の誤答傾向を確認し、あらかじめ観察する視点を決めてお

くのもよいでしょう。児童生徒の様子をよく観察し、気付きを得ることは、教師自身の指導改善

にもつながります。 

 

 

 

 

解答直後の意識が問題に向いている

機会を捉え、取り組みたい問題を話し

合って決めていきます。また、教師が

観察結果を基に問題をピックアップし

て、ねらいに迫る学びを進めるのもよ

いでしょう。教師がピックアップする

場合は、押し付けにならないよう、Ｉ

ＣＴのアンケート集計機能を活用し、

選んだ問題の「自信がない度合い」を

可視化するなどして、「多くの仲間が

この問題に悩んでいる」という課題意

識を高めましょう。児童生徒が自分事

として捉えるような工夫が大切です。 
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STEP１ 問題実施中に解答状況を見取り、振り返りの進め方を構想する 

 

STEP２ 振り返る問題を決める 

 



 

 

 

  決定した問題で行う振り返りとしては、以下のような活動が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       振り返り方は、これら３つの方法に限らず、  

問題の傾向やつまずきの内容によって、様々あ 

ると考えます。状況に応じて工夫しましょう。 

 

 

 

 

正答例を先に示すと振り返りへの興味がなくな

りますので、採点は振り返りの後に行います。た

だし、採点対象は「問題を解き終わった直後の答

案」となりますので、振り返りで消されたり、書

き直されたりしないよう、左のような配慮が必要

です。また、ＩＣＴを使い省力化の工夫をしても

かまいません。 

採点結果はこれまでと同様に入力していただき

ます。しかし、各校で児童生徒の状況を診断し授

業改善に生かすことが Web 診断問題の目的ですの

で、点数や県平均との違いに過度にとらわれる必

要はありません。自己の授業改善の状況を見るた 

めの１つの指標としていただければと思います。 

STEP４ 自己採点を行う 

STEP３ 「振り返り」の学習活動を行う 

 

 

児童生徒が解答とその根拠について説明し合いま
す。考えを発表するだけにならないように注意しま
す。説明に対し、分からない・納得できないところ
があれば、さらに説明を求めます。納得できるまで
質問・説明し合うことで、対話的な学びが成立し、
子どもたちの思考力・判断力・表現力を伸ばすこと
につながります。 

 

どこが間違いやすいのか、何に気を付ければ間違
いにくくなるのかを、自分たちの解答の中から見付
け、まとめていきます。思考の過程をお互いに説明
し合い、まとめていく中で、説明する力や抽象化し
て考える力を鍛えます。 

 

どう考えて解いたのか説明し合い、それをどの
ように説明すれば伝わりやすくなるのかを考えて
いきます。ベストアンサーづくりと違い、解答そ
のものより、考えの道筋が誰にでも分かるように
することを目指します。図表などを使って表現し
たり、考え方の根拠を複数示し筋道立てて考えた
りすることが、思考力・判断力・表現力の育成に
つながります。 


